










































































組織である）Airedale NHS Trust に相談したと











め、控訴審（the Court of Appeal）でもこれは
維持された。これに対して、患者の訴訟後見人で
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行った。Anthony Bland 判決は、PVS 患者の生
命維持処置の打ち切りについてイギリスの裁判所
がはじめて判断を下したものである。本判決は、
最善の利益という理論を用いて、「医師は患者の
生命のために永遠に努力しなくてはならないとい
う義務の下にはなく、患者が脳死状態にあること
が疑いない状況では、医師は治療を中止する権利
がある」という結論に至るが、このことはイギリ
スにおいて一定の評価を得ているといえる９。た
だし、この理論の特徴は、その余命や病状等の客
観的状況に基づき患者の利益を判断するという点
であり、その際に注意すべきことは、あくまで「代
諾」や「他者決定」にならないようにすることで
ある。また、裁判官らもくり返し述べていたよう
に、積極的安楽死を認めることになるような一線
も超えてはならない。さらなる緻密な考察が必要
であるが、いずれにせよ、基本的には、患者の諸
権利を十分に保障することが何よりも重要である
だろう。
